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研 究概要
平成10年魔の客員教授と して チ ェ コ 共和国プ ル ノ ー 市
マ サ リ ク大学医学部生物学教室か ら M arie Kopecka博
士を掴碑した. 博j1.･ の 任期は平成10印7月1日から､r7･ 成
11年1月31日 である. プ ル ノ ー はメ ン デ ル が適伝の法則
を発見したと こ ろで あり. 或た世弊でも長い 大学の歴史
巷誇 っ て い る. 博士は マ サ T) ク大学と千沸大学との 一 層
の 協力関係に も意欲的で ある.
博士は酵母細胞の細胞骨格の局在に関する世界的構成
であり, 本セ ン タ - で は多形性異色酵母Aur.eobasldiuTn
pullula nsの ア ク チ ン の 存在形態を研究し, 以下 の こ と
を明らか に した, 即 ち多細胞形で は分裂酵母と同様の ア
ク チ ン リ ン グが存在する こと, - 一 方, 他の 多くの酵母に
見られ る ア ク チ ン ケ ー ブ ル や ア ク チ ン ド ッ トが認められ
ない ことである. こ れは本形態で 生長の特異性が小さく
接が多核である ことに関連して い ると思われる. 博士は
他に抗生物質使用時で の ア ク チ ン の存在様式の変化をも
明らか に し つ つ ある.
国際協力事業団プ ロ ジ ェ ク ト (カ ン ビ ー ナ ス大学砲床
研究) の 任期を終了した田口 助手が 7月に 帰国した . 鶴
地 にお い て はA ID Sおよ ぴH IV陽性患者の 検体か らの
真菌窺の 分離 ･ 同定法, 抗真菌感受性試験法をカ ウ ン タ ー
〟 - ト に 教育した. また, 同大学病院 Al D S班 の AID S
患者54名の うが い水か ら真菌の分離 ･ 同定を行な っ た結
果, 主な菌として は 血 dida albic a ns70.9% (s e r otype
A :52.7%, s e r oty pe B :18.2%), C. tr opleal王s 5.5% ,
C. pa T
･
aPSilo sis 3.6%, CT･y PtOC OCC uS albtdus 3.6%が
検出された. 更 に, 同酵母類の抗真蘭剤感受性試験を行
な っ た. 一 般 に こ れら酵母は a mphotericin B に は感受
性であ っ たが, flu c o n a zole, mic on azole 等 ア ゾ ー ル 系
抗真菌剤に は低感受性を示した .
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